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■ 日本熱供給事業協会会員の熱販売状況 

● ８１社、139地区（営業中）  
● 供給延床面積  50,398  千㎡ 

販売熱量の推移
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１．熱供給事業の現況 （その１） 

（出典 熱供給事業便覧 Ｈ25年版） 



■ 未利用エネルギー活用の熱供給の事例 
（平成２４年度実績） 

未利用エネルギーの種類 利用地区数 
利用熱量 

（GJ/年） 
温度差エネエルギー 海水 4 699,501 
  下水処理水、下水、中水 6 313,969 
  河川水 4 209,392 
  ビル排熱 多数 187,338 
  変電所 6 4,897 
  地下水 2 4,197 
  地中熱 1 952 
  地下鉄・地下街 1 45 
廃棄物エネルギー ごみ焼却 6 593,841 
  RDF 1 509,371 
  木質バイオマス 2 456,273 
工場等排熱エネルギー 発電所抽気 2 126,626 

  工場排熱 1 31,491 

１．熱供給事業の現況 （その２） 

計 3,137,893 （出典 熱供給事業便覧 Ｈ25年版） 



■ 下水熱の活用地点一覧 

種   別 地 区 名 
年間販売熱量 
(GJ/年） 

<  > 下水熱依存率 

事 業 者 
供給 
開始 

下水処理水 
幕張新都心
ハイテク・
ビジネス 

284,561 
< 65％ > 

東京都市 
サービス 

H2/4 

未処理下水 

後楽一丁目 
80,299 

< 100％ >  
東京下水道 
エネルギー 

H6/7 

盛岡駅西口 
42,592 

< 約6割 > 
東北電力 H9/11 

（平成２４年度実績） 

１．熱供給事業の現況 （その３） 

（出典 熱供給事業便覧 Ｈ25年版） 



２．幕張新都心DHCの運用実績（その１） 



【供給区域 48.9ha】 

２．幕張新都心DHCの運用実績（その２） 
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２．幕張新都心DHCの運用実績（その３） 



２．幕張新都心DHCの運用実績（その４） 



２．幕張新都心DHCの運用実績（その５） 
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年間における下水処理水温度と外気温度の変化
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※ 気象庁 気象統計情報（船橋）より 
  最高・最低気温：H18～H20年度を各月平均で算出 

節水効果 
（冷熱製造時） 

２．幕張新都心DHCの運用実績（その７） 



※ 一次エネルギー換算COP＝販売熱量／投入一次エネルギー使用量 （Ｈ24年度実績） 
※ ４地区はビル排熱の活用も併用 
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３．未利用エネルギー活用上の課題（その１） 



３．未利用エネルギー活用上の課題（その２） 

■「未処理下水」熱利用への期待 

■  「未処理下水」熱利用普及への課題 

● 「空間のずれ」の緩和（発生場所 ≒ 消費地）   

● 下水熱マップ（温度、流量）の提供による 
活用検討機会の創出 

●安価でローメンテな採熱技術の確立 
  ｏ熱交換器、ヒートポンプ（直接利用 or 間接利用） 

●設計手法の確立 
  ｏバックアップ熱源容量の確保 
    （下水熱依存度100%  or 他熱源の併用） 

  ｏシステム構成（温熱限定 or 冷温熱兼用） 
  ｏ利用規模に適応した採熱技術のモデル化 



ご清聴ありがとうございました 


